
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市議会の特別委員会によりアンケートを実施 

…5月 1日に新聞折り込みにて配布された『東大和 市

議会だより』に、本年 1月に実施した「東大和市議会に

関する市民アンケート調査」の結果概要が掲載されてい

ます。（※アンケートの全結果は市議会のホームページ

＝市のホームページの「市議会」のページの中に掲載。

現在は市のホームページのトピックスにて告知中） 

…このアンケートは昨年の 6 月に①市民に開かれた議

会のあり方についての調査検討②（仮称）東大和市議会

基本条例の調査検討の 2点を調査事項とし、市民により

わかりやすく開かれた市議会を目指し設置された「議会

のあり方に関する調査特別委員会」が実施したもので

す。調査対象は市在住の 20歳以上の方の 1,000人を無

作為抽出し、郵送により配布、回収を行いました。 

…1,000人の対象者のうち、回答数は 396通。性別ごと

の回答比率は男性 36.4％、女性 42％。また、年齢別の

回答率は 70 歳代が 63.0％と最も高く、次いで 60 歳代

が 52.7％、50 歳代が 48.2％、80 歳代以上が 45.0％、

40歳代が 30.7％、30歳代が 26.4％、20歳代が 20.9％

でした。 
 

■ 市議会への関心度は 

…今回のアンケート結果をどのように受け止め、議会活

動に活かしていくか。無作為抽出の 1,000名、そして回

答率 39.6％という事実から市民全体の声ではないとい

う風にも解釈できるかもしれませんが、頂戴した回答の

中には「なるほど」と思うものも多くあります。その多

くは「市議会の役割がわからない、見えない」というこ 

 
市政、議会について「自然体」「ざっくばらん」にレポート 

「身近なようで知らなかった市政、議会。伝えることがスタートだと思います。」 
【プロフィール】１９７０年 東京都北区生まれ。／父の転勤で１歳から群馬県で育つ。幼稚園からカギっ子。リーダーシ

ップを発揮し、小学校で児童会長、中学校でも生徒会長を務める。大好きな音楽を究めようと武蔵野音楽大学に進学、卒業。／

卒業後は群馬の山奥の小学校で臨時教諭として担任を２年勤め、新しい試みで授業を活性化させ「元気印の先生」として保護者・

生徒から親しまれた。／「学校」の外の一般社会で挑戦しようとベンチャー企業の(株)シートゥーネットワーク（※スーパーマ

ーケットを経営。店頭公開から一部上場、外資系企業に転換）に社長秘書として入社。のち店舗現場に異動、同社で初の女性店

長となる。その後、人材開発部長を拝命。／『人を活かす』経営を学ぶため一念発起しカナダに留学。外から見た日本の将来に、

漠然とした不安感じる。帰国後もベンチャー企業を選び不動産投資会社に勤務。／同じビジネス界出身の加藤公一代議士との出

会いに触発され、政治への道を志して２０１０年末に退社。現在、新人東大和市議会議員として、日々、奮闘中。 

 ■ 連絡先  和地 ひとみ事務所   HP：http://www.wachi1103.jp 

wachi_hitomi@cocoa.ocn.ne.jp 【電話・ＦＡＸ】 ０４２－５１６－８５４６  

〒207-0003 東大和市狭山２－８６４－３－２０２   

 

東大和市 市議会議員 

和地 ひとみ 

5月 1日号 東大和市議会だよりに『市議会に関する市民アンケート調査結果』を掲載 

市民の求める市議会のあり方とは。 

市民から見た市議会とは。 v 

 

とが原因ではないかと回答をみて感じ 

ました。 

…一方で、和地ひとみが自身を振り返った 

場合「議会に参加してわかったこと」も多くあります。

議会、行政側の情報発信の問題もありますが、自身が自

分の日常や仕事に翻弄され、情報を正しく理解していな

かったことにも気づかされます。だからこそ和地ひとみ

も自分の選んだ議員に市民の声を行政に届けてほしい

と願っていた部分もありました。これは現役世代のいわ

ゆる「サイレント・マジョリティー」（静かな多数派）

の方が持っている感覚ではないかと感じます。 

…いずれにせよ今回のアンケート結果は「見えないも

の」「理解されていないもの」を少しでも改善すること、

議会全体として行動することで市民に身近に感じても

らえる議会にすることが必要だと感じるものです。 

そうすることで「自分たちが選んだ議員」という責任感

も市民の中で強まるのではないか、そして議員も何かあ

った時に気軽に声がかけられる存在になるのではない

かと思います。当市議会も今回のアンケートを活かし

「議会のあり方」を見直しはじめています。 
 

■ 改革が必要とされる中で 

…現在、全国的に議会は改革を迫られています。短絡的

に議員数、報酬を減らすことを改革とする議会もありま

す。しかし本来の役割、使命を見直し、ニーズを把握し

行動、実現化することが本質的な改革です。また改革に

は市民も議会、行政を理解していくことが求められても

います。その第一歩は、地道に市民の前に顔を出す、自

ら情報発信をすることだと和地ひとみは考えます。 

東大和市の“今”を伝えたい・・・ 
市議会議員  

 和地ひとみレポート 

２０１２年５月６日 
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